
学校番号 １００１ 

平成 31 年度 音楽科 

 

教科 音楽 科目 器楽 単位数 ２単位 年次 ２・３年次 

使用教科書 なし 

副教材等 「おとなのためのバイエル教本」（ドレミ楽譜出版社）他  

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・音楽系、保育系進学希望者の音楽・器楽に対して理解力を深めるための科目です。 

・鍵盤（ピアノ）実技を中心とします。 

・生徒個人の技能に応じた個人レッスンを行います。 

 

２ 学習の到達目標 

  器楽演奏を通して楽譜を理解し、演奏力を向上させ音楽を愛好する心を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 

a:音楽への 

関心・意欲・態度 

b:音楽表現の 

創意工夫 
c:音楽表現の技能 d:鑑賞の能力 

観
点
の
趣
旨 

ピアノにおける演奏

技術の向上のため、積

極的に練習に取り組

んでいる。 

個人に合った教材を

選び、楽譜から様々な

要素を読み取り、それ

らの働きを感受しな

がら、演奏表現しよう

としている。 

楽器の特徴や取り組

む楽曲の曲想などを

理解し、それらを考

えながら演奏する技

術を身につけてい

る。 

器楽における専門知

識、また音楽理論を

理解し、それらの価

値を考えたりしなが

ら、楽曲を聴き、音

楽に対する理解を深

め、練習に取り組も

うとしている。 

 

 

評
価
方
法 

出席状況 

授業態度 

観察 

 

観察 

 

演奏の聴取 

実技テスト 

観察 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 

 

 

 



４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 
主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 

a b c d 

１
学
期 

練
習
曲 

・バイエル・ツェルニー等 

・生徒個人の活動状況に応じ

て、個人レッスンを行う。 

 

○ 

   

○ 

a:基礎の重要性を理解し、積極

的に基礎課題を練習してい

る。 

d:器楽における専門知識を理

解し、それらの価値を考えた

りして、音楽に対する理解を

深め、練習に取り組もうとし

ている。 

出席状況 

観察 

演奏の聴取 

 

ピ
ア
ノ
独
奏
曲 

・発表会のための選曲、及

び、準備を行う。 

(演奏時間等を配慮) 

・選択曲の発表 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

 

○ 

a:ピアノにおける演奏技術の

向上のため、積極的に練習に

取り組んでいる。 

b:個人に合った教材を選び、楽

譜から様々な要素を読み取

り、それらの働きを感受しな

がら、演奏表現しようとして

いる。 

c:個人レッスンでの指導内容

を意識しながら演奏できて

いる。 

d:器楽における専門知識、また

音楽理論を理解し、それらの

価値を考えたりして、音楽に

対する理解を深め、演奏に生

かそうとしている。 

出席状況 

観察 

演奏の聴取 

実技テスト 

２
学
期 

練
習
曲 

・バイエル・ツェルニー等 

・生徒個人の活動状況に応じ

て、個人レッスンを行う。 

   

○ 

 

○ 

c:個人レッスンでの指導内容

を意識しながら演奏できて

いる。 

d:器楽における専門知識を理

解し、それらの価値を考えた

りして、音楽に対する理解を

深め、練習に取り組もうとし

ている。 

出席状況 

観察 

演奏の聴取 

 



ピ
ア
ノ
独
奏
曲 

・発表会のための選曲、及

び、準備を行う。 

(演奏時間等を配慮) 

・選択曲の発表 

  

○ 

 

○ 

 b:個人に合った教材を選び、楽

譜から様々な要素を読み取

り、それらの働きを感受しな

がら、演奏表現しようとして

いる。 

c:個人レッスンでの指導内容

を意識しながら演奏できて

いる。 

出席状況 

観察 

演奏の聴取 

実技テスト 

３
学
期 

ピ
ア
ノ
独
奏
曲 

・発表会のための選曲、及

び、準備を行う。 

(演奏時間等を配慮) 

・選択曲の発表 

  

○ 

 

○ 

 b:個人に合った教材を選び、楽

譜から様々な要素を読み取

り、それらの働きを感受しな

がら、演奏表現しようとして

いる。 

c:個人レッスンでの指導内容

を意識しながら演奏できて

いる。 

出席状況 

観察 

演奏の聴取 

実技テスト 

 

※ 表中の観点について a: 音楽への関心・意欲・態度   b: 音楽表現の創意工夫 

c: 音楽表現の技能        d:鑑賞の能力 

 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


